
 

科目名 担当教員名 授業形態 単位数 資格 大学DP 学科DP 学習成果 

経商基礎演習（53期～） 浅野 和也 講義 ２  1,2,3,4 1,2,3,5 1,2,3,4 

授業概要 

授業目的 

本演習では経営学の基礎理論をふまえつつ、主に経営者と労働者双方の視点から企業経営と社会・生活

の関係について考察していきます。同時に、①卒業論文の基礎作りとテーマ選定を行います。②グループ

ディスカッション（ＧＤ）で議論を通じてゼミ生同士の理解を深めます。 

皆さんの学習・研究に対する自主・自立を培うことが最大の目的です。 

到達目標 
経営者と労働者の視点双方から企業経営・労働に関する制度や政策の分析に取り組み、自分の考えをま

とめることができるようになることを目標とします。 

回 学習内容 

1 ガイダンス：演習の進め方 

2 テーマの選定 

3 問題意識の確認 

4 論文執筆の意義 

5 論文の起承転結 

6 文献通読・報告：資本主義社会の問題 

7 文献通読・報告：働くとは 

8 文献通読・報告：非典型雇用 

9 文献通読・報告：労働のブラック化 

10 文献通読・報告：ワークライフバランス 

11 文献通読・報告：新たな働き方の進展 

12 グループディスカッション：テーマ選定と資料作成 

13 グループディスカッション：資料作成 

14 グループディスカッション：発表 

15 総括：課題解決に必要なこと 

予習内容 

復習内容 

予習：資料・GDのテーマについて自分の考えをまとめていく。 

復習：ゼミ内で議論したことをふまえて予習したことをアップデートする。 

教科書 未定、テーマに合わせて決定します。 

成績評価 毎回の出席は必須。平常評価（ゼミでの発言、提出物など）100％。 

実務経験  

その他 

特記事項 

やむを得ず遅刻・欠席する場合は連絡してください。演習の主役は学生の皆さんです。 

やってみたいことなどについて積極的な発言を期待します。 

経営学・人的資源管理論・労働法・ジェンダー論などを受講か受講予定であることが望ましい。 
 


